
意　見　の　概　要

・図工の絵では低学年と比較すると、中学
年以上の成長を感じた。丁寧さが伝わって
きた。
・落ち着いた雰囲気で学習している。ペアや
グループでの活動で安心感を感じた。
・感染症対策もあり、空気の入替を積極的
に行ってほしい。

・近年、応援団も難しい状況である。協力者
が限られている。
・地域の代表者の集まりで声をかけていく。
募集ポスターも掲示している。
・すぐーるで「地域チャネル」を開設し、学校
便りと一緒に通知して募集してはどうか。学
校の様子が伝わると意識も変わるかもしれ
ない。
・区長さんを集めた会議を行い、そこで依頼
するのがいいと思う。

・不明な項目があり不安なところもある。
　→　評価の視点を説明
　　　 第３回（２月）で修正できる旨を説明
・小中連携について具体的な取組について
質問があり、回答

会　　議　　録
坂戸市立坂戸小学校　第２回学校運営協議会

令和７年１１月４日（火）
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坂戸市立坂戸小学校　会議室
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・令和７年度学校評価について
・令和７年度学校評価評価シート
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出席者氏名（委員）

欠席者氏名（委員）

議　　題

配　布　資　料

協　議　結　果

（３）子供たちの様子について
・２０分程度の授業視察の後に協議

協
　
議
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要
　
旨

小林委員　　

（１）子供たちの様子について
（２）地域・保護者との連携について
（３）学校評価について

（２）地域・保護者との連携について
・学校から、見守りを増やしたいの
で、知り合いに声をかけてほしい。特
に地域の協力が必要
・それぞれの立場で声掛けを行って
いく。特に自治会への声掛けの推進

（３）学校評価について
・今年度の学校評価の流れ、留意点
を説明
・質疑応答で評価に対する不安が
あったので、学校に相談することと
可能な範囲での評価を依頼


